
西の浜







《亀の子隊の活動のイメージ》

自然＝西の浜
・三河湾と伊勢湾に面する
・地下水が豊富
・三河港入り口～中山水道
・冬の伊吹おろし
・豊富な植物が生息
・投げ釣りのメッカ 生活

・海草・木ぎれは燃料として使う
・海草は畑の肥料にもなった。
・地引き網が盛んに行われた。

歴史
・製塩が行われていた。
・製塩土器の遺跡が現存

藤原古墳

昭和３４年伊勢湾台風により大きな被害＝堤防・防砂林が築かれる

海から陸へ生活圏が移動
西山地区へ開拓移住が始まり、荒れ地が開拓される

海に対する意識の低下
昭和４３年豊川用水が完成＝本格的な農業へ進展

海から生活が離れる

浜がゴミで埋まる

平成１０年 西の浜の活動が始まる

高度成長期時代

海辺の環境の悪化 環境意識の共有・向上

人々が集い、大切にする里浜づくりの活動推進
市民・地域社会の共有財産としての海辺の文化の創造

海の大切さ・よさを知る活動

海の環境を守るための活動 自然を愛する心をもった主体的活動

西の浜はゴミ箱じゃない！
～西の浜クリーンアップ活動

自然保護活動・美化活動

気づきを伝える
広報プログラム
～手紙作戦・活動発表

環境教育プログラム
～海の環境を学ぶ会

よりよい環境を守るために行動する子どもの育成

自然体験・環境教育

他団体との連携・交流行政との協働・連携

海のよりよい環境づくりの促進

ボランティア活動

まちづくりへの参加

将来を担う子どもたちの育成

きれいな海を守る心を

育て、思いを広げる



















平成２３年度
参加者数

１，４３５人

ゴミの総重量

３，４６０Kg 

２００３年度 ９３７人 ３３１０Ｋｇ
２００４年度 １０６０人 ３９５０Ｋｇ
２００５年度 ８２３人 ２６９０Ｋｇ
２００６年度 ６３８人 ３３４０Ｋｇ
２００７年度 ９３８人 ４３００Ｋｇ
２００８年度 １０５４人 ２９００Ｋｇ
２００９年度 ９８６人 ３８９０Ｋｇ
２０１０年度 １２２５人 ４８７０Ｋｇ
２０１１年度 １４３５人 ３４６０Ｋｇ
２０１２年度（０１月まで） １０４２人 ３４００Ｋｇ

西の浜をきれいにすることではない



西の浜をきれいにすることではない

思いを広げること

・ ふるさとを愛する心を育てる

・ ふるさとのよさを守るために主体的に
活動する態度を養う

・ ふるさとのよさを守るために活動を続けていく
心を育てる

・ ふるさとのよさを守るために関わっていた
だいている人たちへの感謝の気持ちを育てる

☆ 活動に参加する子どもたちに

西の浜の活動を通して考えること

















伊勢湾の海岸漂着ゴミを
流域のみんなで考える会議

伊勢湾の海岸漂着ゴミを
流域のみんなで考える会議





私たちは
ずっと遠い昔から
どれだけ多くのものを
海からもらってきたのでしょうか。

食料としての魚、貝、烏賊、蛸、海草。
海草は畑の肥料としても利用できました。
海の水からは塩も作ることもできました

海は、
私たちが生きていくために、
必要な多くのものを与えてくれました。
そんな海に、
私たちの祖先は感謝して生きてきたのです。

ところが、
いつの間にか、
海への感謝を忘れてしまったようです。
台所からは油が流れ、
要らなくなったものを
ゴミとして平気で捨てていました。

海はすべての命の源です。
私たちは、大昔の人たちのように
もっともっと
海を大切にしなければならないと思います。
そして、２１世紀に生きる私たちは
きれいな海を守っていきたいと思います。




